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　実験 的行 動 分析 の
一

領域 として，選 択 場 面 間 の 選

択に つ い て の検討が行 われてい る．選択 場面 間 の 選択

事態で は 主 に，選択肢が一つ しか提示 されない 強制選

択場面 2； 選択肢 が複数提 示 される自由選択場 面間 の

選 好に つ い て実証的な検 討がなされ てお り，それ らの

研究 の 多 くで，自由選 択場面 に 対す る選 好が み られ て

きた Catania，1975，1980；Suzuki，1997）．
　 しか しなが ら，なぜ 白由選択場 面は好 まれ るの か」と

い 凋 題 に つ い て の 検討は未だ f分 とは い え ない．堀
・

嶋崎 eOlOa，2010b ）は，自由選択 場 面を構成す る 選

択肢 の 提示 数 」と選 択可能牲 」の 二 つ の要因 に着 旧し

検 討を行 っ た ．甦択肢 の 提 示数 」は終環 で 提 示す る

刺激の数 として，選 択可能性 」は終環 で の 選択 の 可否
として定義 した．結果 として，自由選 択場面 へ の 選好 と

い う現象は，単に 選択肢 として の 刺激が提示 され るだけ

では生 じず，自 らが選 択 で きる 雌 択可能性」が担保 さ

れ る こ とが必 要 で あ る ことが 示 唆 され た，しか しなが ら，

堀 鵁 崎 2010a，2010b ）で は複数 の 選 択肢を含む選択
場 面 闇 の 選 択 事 態 を用 い て 検討 を 行 っ て い た た め

，

なぜ 自由選択場面 は好まれ るの か 」とい う闘 題 に対 す

る解答 を提 出 で きたわけで は ない．そ の た め ，本研 究で

は，強制選択場面 と自由選択場面 閤 の 選択事態にお

い て，自由選択 場 面 に 懸択 可能性」が無い 場合に は

選 好が み られなくなるか否か を検討 した，

　従 来 の 選 択行動研究で は，選択に報酬 ポイン トや

餌 ）が随伴す る」とい っ た報酬の 獲得嘉態 を用 い て検討

が行 われ ることが 多か っ た．堀 鵁 崎 eOIO）では報酬 の

損失事態 に お い て も， 強 制 選択 場面 と自由選択場痴

閧 の 選 好 の 検討 を行 っ て お b，自由選択場面 へ の 選好
がみ られ る こ とを報告 して い る．しか し 報 酬 の 損 失事態
に おける自由選 択場 面 へ の 選 好の 過程に つ い て も獲
得事態 と同

一一で あるとは限 らない 6．g．，　Kahneman ＆

Tversky ，1979）．そ の ため，本研 究 で はポイン ｝・CE）獲得
と損失 の 二 っ の事態を 用 い て検討 を行 っ た．

　　　　　 　　　　　 方法

［実験参加 者］ 大学生 36 名 男性 14 名、女性 22 名）．
平均年齢は 20．2．歳 〔8 歳 から 23 歳）．実験参加者は

無 作為に実験 1 と実験 2 に割 り当て た．
［実験諜題1　課題は並立 連鎖 ス ケジュ

ールに よっ て制
御 した，デ ィス プ レイ上 に提示 した色 つ きカ

ー
ドを選 択

肢 として 設定 した．実 験 1 で はポイン ｝の 獲得事態を，
実 験 2 で はポイン トの損失事態を設定 した．

　初環 に お い て，実験 参加者 に 2 つ の選択場面 間 の

選 択を求めた．場鹵選択ボタン に 1 回 反応 した後 ，終

環に移行 した．終環 では，初環 の 選択 に 応 じて 1 枚，も
しくは 2 枚 の カ

ー
ドを提示 した．提示す るカ

ー
ドは，色 に

よっ て獲得す る，あるい は損 失す るポイン トが弁別 可能
で あっ た．また，堀 嶋 崎 ROIO）と同 様 に

，
］rratlonal 条

件，Equa ［ 条件 ，
Rational 条件 の 3 条件 を設 定 した

Cable　 1）．自由選択場面で は，実験参加者は カードを
選択 す るこ とが出来 ず ，

コ ン ピュ
ー

タ
ー

が 自動的に カー

ドを選択 した．この とき，獲得するポイン トが相対的に多
い

， あるい は損 失 す るポイン ｝ガ 相対的に少ない カー ド

を 必 ず 選 択 した．そ の 後 ，獲得 す る
， あるい は 損失 す る

ポイン トを提示 した．ポイン Hよ，両実験 に お い て 40％ の

確率で提示 した．
［手続 き］　 実験 参加者 には ，課 題開始 前に，なるべ

く多 くの ポイン 随 稼 ぐこ2 あるい は手元 に 残す こ とを教

示 した．その 際に は，課題 終 了後 に 5 ポイン トを 1 円で

換金 す るこ とを教爪 した．実験 2 で は ，初め に 1000 ポイ

ン トを与えた．初環か らポイン 隈 示まで を 1 試行 とし，1

条件ごとに 40 試行を行い ，3 条件が終 r した時点で課

題が終 γ した．条件 の 施 行順 序は 実験参 加 者間 で 平

衡 した．

　　　　　　　　結 果 お よ び考察

　Figure　l に は，各実験に お ける自由選択場 面 の 初環

の 平均 選択率 を示 して い る．左 列に は実験 1 の結果 を，
右列 に は実験 2 の結果を示 して い る．両実験に お い て，
Irrationa旦 条件 と Equal 条 件 で は選 好 はみ られ ず，
Rational 条件 に お い て の み 自由選択場面に 対す る選

好がみ られ た，Rational 条 件 の 結果 は，ポイン ゆ 期待
値 に従 っ た選 好がみ られた こ とを示唆 して い る．また，実
験 1 と実験 2 の 対 応する条件間 で 選好 の 程 度に差は み

られ なか っ た．Irrational条件 とEqua ｝条 件の 結果 から
自由 選択場 面 に お い て 選 択 可能性」が無い 場合に は，
自由選択場面 へ の 選好 は 生 じな い こ とが示 ざれ た．この

事実は，なぜ 自由選択 場 面 は好 まれ るの か 」とい う問
題 に対す る

一
つ の解答 となる と考 え られる，

　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Table　l
　　　 　　Experimental　Design （Exp ．1，Exp ．2｝
　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 　 Terminal　Lnk
　 　 　 　 　 　 　 Condition　 Forced−chOFce 　　　 F 厂ee．choiee

Gain　　Irrational　　　G 〔雪0｝　　　G （10〕　 B 〔5｝

　 　 Eq レ8 【　 　 G 〔含O｝　 　 G （10 〕　 G 〔1の
　 　 R 副 lonal 　 GIO 　 G10 　 R 　 15
Loss　　　Irrational　　　　G 【含0｝　　　　G 〔−10｝　　R 〔

−15｝

　 　 Equal 　 　 Gl で0｝　 　 GC一雪0｝　G 〔・10）
　 　 Ratlona」 　 G 等O 　 G 謄10 　B ．5

No ヒe、　The　details　of　three　cond ［tions．　Letters　represe 冖 t　color 　of

cards ．　G ，　 B ，　 and 　R 　ind［cate 　green ．　 blue，　 and 　red 　card

respectively ．　Numerals 　represent 　pQint　of 　vatue 　of 　cards 、
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Figure ↑．Preference 「or 　 free−cholce 　inthe 　three　condltions 　for
the　two　 experimentaE 　groups ．　 The　 broken 　 line　 represBnts 　 a
chance 　level．　Error　bars　 represen ヒthe　standard 　error 　of 　mean ，
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